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に変化するかを明らかにしようとするものである。   

この間題の解明にあたり，串例調査の食味から，調教  

対象地として芸濃県鈴鹿市を遅発した。鈴鹿市ほ，県内  

でも有数の人口急増地帯であり，同時に有力な農薬池澤  

でもある。この意味で，今蘭の調査は，鹿莱の維持・発  

展を内容とする集落機能が，農村の都市化に対処してど  

のような変化を示すかを明らかにするものといえる。   

大きくいって，調査の内容は2つの柱から構成されて  

いる。1つは市内の全集落を対象として行った「都市  

化」の程度を把握するための調査である。もう1つは，  

節1の調査で明らかにされた「都市化」の程度を参考に  

し，加えて集落の農紫綬骨のあり方を考慮して選定され  

た4つの集落についての挙例調査である。そこでは，集  

落におけるさまざまな共同と，共同の就㈲的側面の自治  

的機能の調査に焦点があわされた。ここでの報皆は，こ  

れらの調査を通して，都市化の進展しつつある農薬尭終  

においても，より根源的な憩味において，それなりの基  

落機能が保持されていることを明らかにするものである。   

本稿の構成ほつぎの通りである。まず節2節では，農  

相の都市化・混任化と集落機能変化に関する分析枠組を  

拉示する。つぎに第3節では，『農薬センサス集落カ…  

ド』に依拠して，鈴鹿市の全般落を「都市化」の程度に  

応じて強烈区分し，各顆型の特徴を素描する。節4節で  

は，各類型1つづつ選定された代衆的集落について，共  

同と鋸台機能のあり方を調査し，その主要な結果を報告  

する。節5節は全体のまとめである。  

2．都市化・混住化と綴喜機能低下の構図  

都市化とは，人口学的に考えれば，大魚の輿質な人口  

が高密度で屠催しはじめることをいう2盲。戯村が地域と  

して都市化する場合にも，領土内への非農家の流入とい   

1． は じ め に  

わが図繚動ま，その急速な発展の過程で，大数な農薬  

労働力の非農薬部門への洗礼 農地の非農業への鯨用な  

どをもたらし，農薬・戯柑の構造を大きく変えてきた。  

また，ほ場整備をはじめとするさまざまな農相社会資本  

の怒備は，道路・交通網の発達とあいまって，田園的な  

農相に非戯家を流人させるとともに，農家の兼莱化・非  

農家化を進展させてきた。   

こうした鹿業・農村の変貌にともなわれて，伝統的な  

敷落社会は，いままさに大きく変質しようとしている。  

その1つは，混任化・発寒化の進展にともない，人々の  

所得関心や行動が異質化して，農業者としての聴衆的等  

質性が失われたことである。もう1つは，職莱的等質性  

が失われるとともに，相互扶助の精神も薄くなり，基盤  

整備の進展，機械化の進展ともあいまって，農薬の共同  

性が失われたことである。そしてもう1つは，躯洛内で  

自己完結性をもっていた生活体系が個別化し，農業集落  

の基礎をかたちづくってきた家と家との地縁的・血縁的  

結合が弱まり，集落としての単位衆団性が低下してきた  

ことである。   

しかしながら，上で述べたような変化が現在進行中で  

あるという点については，維もが異論ほないが，その行  

方については見解が分れている。ある者ほ集落は上のよ  

うな変化をたどりながら崩壊に向かってすすむと考えて  

おり号，またある者は，炎落は多少の変化を示しながら  

もやはり残っていくと考えている。   

本稿の臥的は，戯村の都市化・混住化に焦点をあて，  

それが進行する過程で集落の共同と自治機能がどのよう  
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う都祁化の忍磯過堰が起こっている。これを三並県につ  

いていえば，l農業尭箔あたり枇管致は，昭利35年の93  

戸から，55年の149戸へと約ユ．6倍の増加を示している  

が，この増加は，戯家数が同期間に60戸から47戸へと約  

22％も減少しているのに対し，非農家数が33戸から103  

戸へと約3．1倍も増加していることによるものである。  

農業集落の構成員のうち農家の占める割合は，35年の  

65％から，55年の32％まで低下し，いまや農華爽蒲の主  

たる構成員であった農家は全体の3分の1をl上iめる結発  

となっている。   

もっとも，同じ三蕊県であっても地域や地帯によって  

差を生じていることはいうまでもない。都市化・コニ紫化  

圧力が強大で，市街化l芸域に編入された地域や，退路・  

交通網の整備にともなって経済距匪が短編された地域で  

は，非農家の増大が著しく，現住化も進行している。反  

乱 地域全体として濃紫の維持・発展が図られ，集落ヴ）  

共同と鋸貪機能が良好に維持されているようなところで  

ほ，領土内への非農家の流入が阻止さている3）。   

都市化事現住化が乗洛に与える影響は，第ユ戴的に  

は，同質的な濃紺社会に大数の輿質な人口が流入しはじ  

め，人目凝と入日の異質性が増大することである。しか  

し，問題はそれだけにとどまるものではない。都市化に  

ともなって就業機会が拡大し，農菟労働力の非農楽部門  

への流出が起こり，また都市域の拡張にともなって農地  

の非農薬への転用が起こってくる。いうならば，労働力  

と土地の利用可能性が非農薬的な方向で拡大していくわ  

けであり，それゆえ，英裕の基礎をなす「土地」と  

「家」の構造に大きな変化をもたらすといえるのである。   

ここで「土地」の変化とは，領土の縮小を窓味する  

が，同時にその嚢産価倦の上界も意味している。また  

「家」の変化とは，農家の兼茶化・非鹿家化を窓味する  

が，同時に下層農家の経済的自立による家柄・階層別の  

弛緩も意味している。   

渡辺兵力氏が指摘するように，農薬乗務を支えている  

ものは，地男！的領域としての「土地」と，社会的領域と  

しでの「家」であるヰj。したがって，この「土地」と  

「家」の変化が集落変化の本繋的な側面である。   

しかし，同時に，この「土地」と「家」を仰一一体化させ  

るものとしで，集落は「人」を有しており，この「人」  

の「土地」「家」への働きかけによって，あるいは関わ  

りあい（思考と行動）によって，さまざまな尭洛機能が  

維持されている（図1）。基本的な集落機能は，永遠に  

魅
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注）渡辺兵力 ㌢村を考えるぷ pP．】．65～170を参考にし  

て作成。  

図1 基落構造と集落機能の概念図   

ムラとして存続しつづけたいとする「本来的存続機能」  

であるが，この避本機能を十分に発蘭するため，袈洛ほ  

「土地・水など地域資源の維持管理機能」「農業生産面で  

の州Ⅹ補完機能」r‾生活面での相互扶助機能」などの緒  

機能を学監速させてきたヤ。それゆえ，粂落の都市化・混  

位化は，「人」の思考と行動の変化を通して，これら諸  

機能のあり方も変化させていくと考えられるのである。   

「人－jの思考と行動の変化を甜習で衆わせば，虚栄的  

倫理感の粟儀と，個人的功利藻屑の追求にほかならな  

い。このため，上で述べた諸機能のあり方も，共同と，  

共同の統制的側面である自治の崩壊という方向ですすん  

でいると考えてよい。すなわち，躯洛機能の低下の方向  

である。   

都市化・脱住化が，「人」の思考と行動を個人的功利  

立教の方向へ変化させていくのは，棚方で，輿磐で都市  

的な生活様式をもった非農家が領土内に脆性するためで  

あり，他方で．「人」それ自体が米華化・脱炭化し，都   
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市への通勤によって都市的惰報を集瀾垂に運我してくる  

ためでもある。そ・して，この個人的功利登載の追求に拍  

車をかけているのが，個人の人格の尊盛に基礎をおく戦  

後民主教育であり，閻の法制制度であることも忘れてほ  

ならない。   

かくして，都市化・混位化が基落の共同・針治機能の  

低下をもたらすという構図の説明が終わった。栗約すれ  

ば，領土内への非農家の流入→鼻薬労働力の流出・戯地  

の転用→思考と行動面における個人的功利主義の追求→  

集落の共同・自治機魔の低下，という矧窒lである6j。以  

下ほ，この構図を準例調査によって検証していくことに  

なる。  

3．集落の類型と共同・自治機能   

1〉鈴鹿市の概況   

調査対象地域である鈴鹿市は，三蕊県の中北部にあっ  

て，凶日苗牒と浄市のあいだに位渡し，衆は伊勢将に望  

み．北部から西南部にかけてほ海抜50～80mの丘陵地  

を形成し，州都は鈴鹿山脈に適し滋賀終に接している。  

市の中央部から東商部にかけては海抜10m程度の平地  

な沖積層地帯で愈礫な農耕地となっている。  

河川は，西北部に御弊川（おんべがわ），東商部に申  

の川，中央部に鈴鹿川，という3本の河川が流れている  

（図2）。この地域は古くから東海道，伊勢街道沿いに発  

展してきた経緯から，l覇道1乳23号，306号，東名阪  

自動車道の主賓幹線道路，および国鉄関西線，近鉄名古  

屋本線，同鈴鹿線が走っており，交通費健な地域となっ  

ている。金光の進出も激しく，ホンダおよびその閑適企  

業，カネボウ，旭ダウ，富士ゼロックスなどの大金薬の  

工場が建ち並び，加えて鈴鹿サ岬キットという大レ  

ジャーランドも抱えている。このため近年の人口増加は  

著しく，昭和40年を100とすると，55年には147を数え，  

県内では有数の人口急増地覇となっている。総人‡コ15．6  

万人は関目市蒋についで県内節2位の大きさをもち，こ  

のため市の行財政は，道路・学校・公園・治水・上下水  

道などのインフラ盤備と福祉に鹿点がおかれ，農薬の土  

地基盤鷹備もこの間遵で濃祝されている。   

昭和55年における産楽別人冒は，第1次産米が7．5千  

人で全体の10％，第2次産業が35．1千人で全体の47‰  

解3次産米が31．7千人で全体の43％の構成比となってい  

る。県の平均とくらべると，第2次産業のウェイト  

が大きく，第1次産乳 第3次能楽のウェイトが小さ  

図2 鈴鹿市の地形と調査薬落の位置   
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減少となっている。  

2）賂落の類型化   

ここでほ，都市化・混焦化の程度によって，鈴鹿市の  

全段莱躯終についてその類型化を試み，頬彗要ごとの共同  

や自治のパターンの相違をみることにするの   

まず類型化を行うにあたって，都市化を鋸本的な指樺  

におきかえなければならないが，ここでの調査では，都  

市化の基礎過程を濃祝して，それを  

i）農家率  

ii）世帯増加率  

い。   

鈴鹿市の虚業は，市の中央部を流れる鈴鹿川を墳に，  

西部丘陵畑作地帯と東都平建水凹地常に大別される。西  

部は排水条件が良好で，花木・茶・野菜・畜産などが非  

常に盛んであり，鈴鹿市農薬の中心的役割を担ってい  

る。東部は従来より水稲単作地滞で排水条件は良くない  

が，ほ場整備率は高く，なかでも鈴鹿川下流域の北都地  

区はそのほとんどの水田がほ場整備を完了している。反  

対に，中の川下漁域の南都地区は，明治から大正時代に  

かけての換地処分でjO～ユ5a区i頗のほ場整備がなされで  

おり，それ以上のほ場整備は現在までのところすすんで  

いない。   

市衛化区域は，近鉄名古屋本線，岡鈴鹿線沿線を中心  

に，北部地層と南都地区にはさまれた丘陵地に展開して  

いる。   

昭利55年硯荘の農薬幾洛数はま35であり，このうち集  

落の全域が市街化区域に含まれる農薬躯洛数は7となっ  

ている。1農薬集落あたり世常数は260戸，うち腿家ほ  

60戸，非農家は200戸という構成になっている（嚢】）。  

鹿家率は23％で，県平均の32％より9ポイント低い。ま  

た，昭和35年と比較すると，世常数が2．3倍の増加，非  

農家数が4．8倍の増加であるのに対し，農家数は18％の  

表1鈴鹿市の皮装肱藩の概況（1農業基落あたi））  

（j終位：戸，ha）  

兼業率（就発着べ…スでみた）  ‥
〓
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入
 
 

流
 
 の4つにおくことにした。すなわち，すでに示した構図  

でいえば，領土内への非農家の流人と，その流入にとも  

なう聴常数の増加，および腿家率の低下を基礎とし，加  

えて農薬労働力の段外への流出までの諸指標を組み合わ  

せることによって，類型化を行っている7）。   

実際の作業としては，以上の4つの指梯の惰報を厨磯  

紫センサス集落カード』から収然して，それぞれについ  

て度数分布衆を作成し，掛礫を区分する区切を設発した  

（衆2）。農家率は，昭和粥瑠磯風のもので，4分化して  

衣2 指増の区分  

農 家 準  

世帯増加率  

兼 業 率  

流 人 率  

狼  落  50％以上  

亜％以上  

0％末盲硝10～20巨 20～50   

ニー‖、1い  

50％以上  

総   戸  

駿 家 戸  

非 般 寵 戸  

いるg）。世帯増加率ほ，昭和舶年から55年までの川年間  

における増加戸数を把擾し，4分化している。兼業率  

は，農家人目に対する恒常的勤務に従事する者の比率を  

とり，これも園分化している。流人率は，鈴鹿市役所の  

協力を得て，昭和55年現在における集落内非農家のう  

ち，昭㈲30年頃をひとつの目安として，それ以降その集  

落に流人してきた非農家を洩別し，集落内非農家数に対  

するその比率をもって代記している。いうまでもなく，  

集落内非農家のなかには，他地域から流人してきた非鹿  

家と，「地の者」ではあるが農業をやめた，もしくほ分  

家したなどの軽度をもつ非農家があり，この両者を峻別  

することが必賓である。   
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つぎに，以上の4指梯を組み合わせて農薬基落を4つ  

の頭蓋具に分類していった。分類にあたってとられた拍橡  

区分の組み合わせgま，袈3の通りである。   

4類型は，iノ型として「混住・激増型」，汀型として  

「措抗塑」，凹型として「非温佐・兼業型」，Ⅳ蛮望として  

「非混任・農業軌である。「混住・激増乳は，農家準  

においてもっとも低く，世尉官加率においてもっとも商  

い類型である。この「漁住・激増型」を都市化の方向と  

衷3 拍将による駄落の類整髪  

すると，それと正反対の方向に位敬するのが「非混位・  

虚業軌である。この頬覿は，鹿家率において高く，世  

帯増加率および流入率において低く，かつ兼業率も低い  

タイプである。これに対し，「非棍伎・兼業軌は，「非  

混住・農業烈」と人口学的指標では岡山であるが，服薬  

率の商い類登望となっている。「括抗型」は，農家猟 人  

口増加率ともに中間に区分された類型である。都市化の  

程度ということからみれば，「脆性・激増乳「持続覿」  

「非棍住・兼業軌「非混位・農薬覿」の順で扇良ぶ。すな  

わち，Ⅰ塑，Ⅲま軌 凹型，Ⅳ蓋曳の順で並ぶ¢   

各類艶の水落数は，対象125集洛中9），「混位・激増  

型」は39飽満（31．2％），「抵抗凱は2ユ集落（16．8％），  

「非混住▲誰某軌は22集落（17．6％），「非混佳・農薬  

型」は43集落（34．4％）であった。類型間の集落数のバ  

ランスは，以後の統計分析を行ううえで適当である。   

これらの類型別集落の位俊を模式‡留的に衆わしたのが  

l渕3である。   

まずⅠ塑の「漁佳・激増烈」は，市街化区域周辺に多  

く分布している。この地域は，もともと丘陵地の地形を  

もった里山もしくは畑作池澤で，大小のため池が数多く  

あり，平坦地よりも宅地化しやすかったため，市街化区  

・‥・‥・・ ∴・」－・・  
流入率蔓鎚落数  

－・  

図3 頬塑別東灘の立地瀾   
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域の線引き（昭和44年〉以前から，都市入日の流入がみ  

られた地域である。それに加えて，近鉄鈴鹿線沿線の地  

域では，昭和30年代後半の第1次構造改密事莱の畑地基  

盤整備によって，非農家がスプロ…ル的に入り込み，泥  

位化が血層促磯した経緯をもっている。   

つぎにⅢ艶の「非混住・∃だ楽聖」は，申の川流域およ  

び御幣川右脚地域（庄内地区）に数多く分布している。  

申の川流域は，肥沃な土壌をともなって，背から米の良  

質多収池澤とされ，農民の営農憩欲が商いところとして  

知られている。しかし，稲作中心のため，それ以外の農  

薬はあまり盛んでなく，加えて市の中心部から離れてい  

ることもあって，兼業化はすすんだものの，領土内への  

非鹿家の流入は乏しくなっている。血方，庄内地区は，  

谷あいに開かれた農地が多く，このため水田も少なく，  

収畿も少ないという土地条件の悠さから，兼茶化がすす  

んだ地域である。散近では，付近のゴルフ場へ勤めに出  

るケースが目立っている。   

Ⅳ恕の「非混住・戯楽彗廷」は，鈴鹿川左岸の西部丘陵  

畑作地帯に数多く分布している。この地滞は，古くから  

水不足が深刻で，このため稲作はあまり盛んでなく，畑  

作が盛んな地帯である。茶・花き暮花水・野菜などの栽  

培や，畜産の盛んな虚栄地帯である。虚業を主薬とする  

農家が多く，若年の虚栄後継者も確保され，市内といわ  

ず県内でも屈指の虚薬独尊となっている。近年，東名阪  

自動車道沿いに大工場が立ち並ぶようになってきたが，  

領土内への非農家の流入はみられていない。   

敏後に，罠型の「措抗型」であるが，鈴鹿川下流域の  

水田平坦地常に数多く分布している。この地帯は，集落  

の屠任地が平坦地に存し，水釦こ囲まれているため，  

フィジカルな意味で宅地スペースが不足しており，分  

家，非農家化などによる脱住化現象はみられるものの，  

他地域からの領土内への流入者は少なくなっている。集  

落自体が水田に囲まれているというフィジカルな理由の  

ため，今後領土内への非農家の流人が激増し，I塑の  

「混佳・激増妻臥Jへ転化する可能性はきわめて少ない。  

性格的にみると，この類型は㌧ Ⅲ刻の「非脱住・兼楽  

聖」に近く，稲作兼業農家が圧倒的多数を占めている。  

3）各類型の共同・自治機能のパターン   

以上述べてきた東清輝彗鋸こそくして，つぎにその類型  

別の共同・自治機能のあり方を論じることにしたい。   

この分析を行うあたり，『農業センサス集落カード』  

に籠救された，強落の共同・離合機能に関する緒墳巨＝こ  

ついて，頬型岡で差異があるかないかを統帥裾こ分析し  

た抑。ここではその分析過堰を遠山瀾介する余裕ほな  

いので，その主賓な結果だけを報告しておく（衆4）の  

（1）糸落構造   

まず，前捷としての集落戸数，農家戸数についてであ  

るが，躯洛戸数ほ，1蓋斐で200戸以上1汀型で100～200  

声1Ⅰ針型とⅣ烈で】00戸未満となっており，都市化が人  

甘膨脹の現象であることを示している。また，農家戸数  

もほぼ同様な大′付関係をもっており，都市化基落ほど初  

期条件としてもより多くの農家を維持していたことがわ  

かるの反対に，鹿家1戸あたり経常耕地面桟は，都市化  

集落ほどノトさくなっている。経常排他の零細化がすすん  

でも，より多くの農家が維持できていたことは，高度成  

長以前の時代から，農家の誰某化がすすんでいたことを  

食味する。  

（2）共同作業   

つぎに．集落の基洞作菜としてもっとも代衆的な「農  

道の管理とその対応」についてみると，エ型では「集落  

で管理するが人を解って行う」「集落で管理するが共同  

作楽として対応しない」とするところが多くなってい  

る。しかし，同時に，集落の共同・自治機能が比較的よ  

く維持されていると考えられるⅢ型・Ⅳ堤でも，「教務  

として管理しない」というところが多く，戯遺の管動こ  

ついては全般的に共同の側面が希薄になっていることが  

うかがえる。これは，幹線鹿追については整備が施さ  

れ，糸落の共同作莱として維持・補修する必繋がなく  

なったこと，およびそのほかの飽遺については受益者の  

みで維持・補修がなされていること，などによるものと  

思われる。道路については，市役所が農道も含めて，路  

線の号級ごとに実に細かい管理主体と，補修および維持  

管理（草刈り，ライン引き，カーブミラー，ガードレ…  

ル，街路灯など）にあたっての費用負担の方法を定めて  

おり，それに応じて各集落も管理と補修の体制をととの  

えている。総じていえば，道路全体は市役所の管蟄を下に  

あるといってよく，集落はその行政組織の末端に組みこ  

まれているといえるのである。   

同様の仕組みほ，「農薬月］用排水路の管理とその対応」  

についてもあてはまる。ただしこの場合は，市役所では  

なく，土地改良l真の末端組織として位置づけられる。鈴  

鹿苗の場合，東部平坦水田地常には，北から鈴鹿川沿岸  

土地改良区，玉垣土地改良区，自江野土地改良区（自   
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集落が「均等測」「均等測＋耕作反別測」のいずれかを  

採用しているが，相対的にみると，‡残望・臣型て「均等  

剖＋緋作反別割」が多く，Ⅳ型で【‾均等測」が多くなっ  

ている。この相違は，】．基具・托軋で水田脆藩が多く，水  

団集落ではたrくから土地面相が経済功の衆現になってい  

たため，轍種規模に応じた区饗の徴収が容易であったの  

に対し，Ⅳ塑ほ畑作基落が多く，そこでは土地両種がか  

ならずしも経済力の袈現とはならず，面積規模にき芯じた  

区詳の徴収が妥当なものとはいえなかったことによるも  

のと思われる。   

もっとも，t基空で「均等割＋対日乍反別翻」が多いこと  

については，都苗化の影轡が現れているのかもしれな  

い。というのほ，温位化が進展して，非戯家からも区驚  

を徴収する必繋が生じたとき，もっとも徴収しやすい方  

法は，鹿家と非農家で格差をつけることだからである。  

しかし，この点については碓謝≡がない。   

つぎに「集落の寄り合い回数」をみると，その回数は  

ト型が年3回以下，Ⅳ型が年4～6恒L m慨が年川司以  

上，Ⅳ型が年7～12回というように，都市イヒ教務ほど少  

なくなっている。これに対し，「実行組合（農家組合）  

の怒り合い回数」をみると，その回数はi塑が年4～12  

軋Ⅰほ雲が年7～㍑回，Ⅲ覿・Ⅳ禦が隼3回以下という  

ように，都市化粂洛ほど多くなっている。つまり，都市  

化集落でほ集落の寄り合いで不足する分を実行組合ない  

し農家組合で補っていることになる。   

集落の寄り合いとは，非農家も含めた全体の集会であ  

る。だから，そこでかけられる議題も全員で協議できる  

ようなものでなければならない。具体的にほ，都市化集  

落では「祭り」などだけであって，このためそこでの寄  

り合い回数は必然的に減ってくる。「農道等の姉守」な  

ど農薬的議題については，集落の寄り合いとは別に，農  

家だけが強まって協議することになる。その協演を街う  

場が，実行組合ないしは腰衣組合の寄り合いなのである。   

これに対し，脱使イヒが進展していない爽落では，集落  

の寄り合いがすなわち凝家の寄り合いであり，そこでか  

けられる浪遽も多様多橡である。「簸り」の硫題もあれ  

ば，「農道等の維持」の議題もある。「集落有財産の管  

執巨処理」に関する演題もあれば，「生活環境」に関す  

る講邁もある。そしてこれらの演題は，基洛の寄り合  

い，実行組合という区別を明確にもたないまま，ごく自  

然なかたちで協議され，処理されていくことになる。   

以上を紫約すると，断食組織については，都祁化の影   

子・江趨・野村地区），中の川土地改良区という4つの  

土地改良区があり，ほとんどの集落がこれら土地改良区  

のいずれかに属している。このため，水路沿いの草刈り  

を除くと集落の出会いの作業はなくなり，「娘落で管塾！  

するが人を解って行う」「集落で管理するが共同作業と  

して対応しない」「集落としで管理しない」などの櫓答  

が多くなっているのである。また，iV型では「無回答劇j  

となっているが，これは，この他城が丘陵畑作池澤で，  

水路がほとんど発達していないためである。   

以上を要約すると，共同作菟については，都市化とい  

う紫‡勾よりも，農業生産基盤の整備によっで，期司作業  

を行う必贅性が低下している。いいかえれば，ひとたび  

農業生産基盤の怒備がなされると，その社会資本の維  

持・管理は市役所・土地改良区の壮挙と解釈されるよう  

になり，「ムラ壮挙」の外部化が起こってくるようであ  

る。「ムラ仕事」の外部化によって，集落の共同作業か  

ら解放された農民は，純粋な個々人として各人の所得敢  

大化を目指して，農外貌楽に全力を掛デることとなるの  

である。「ムラ仕事」として残るのほ，戯遺・用排水路  

の「草刈り」だけになっている側面が強い。  

（3）自治機能   

つぎに，基落の鋸百機能についてみていくと，まず  

「炎落の代泰者」については，1豊巨Ii塑では「巌莱を  

立とする人」から多く選ばれ，描塑・Ⅳ覿では「農薬以  

外の仕挙を立とする入」から多く選ばれている。これ  

は，都市化という観点からすれば脱明しにくい現象であ  

るが，実態から考えると少しも不思議ではない。教務畏  

（区長）という仕事は，総代とも呼ばれる通り，全ての  

ことをしなくてはならない大変な役回りである。l計分の  

仕事をもち，忙しく立ち働いでいる人には向かない役回  

りである。このため，どの脆洛をみても，まず家の経済  

状態が少なくとも中流以上で，ある意味ではほかの躯落  

に対して押しのきくような経験豊かな人が選ばれてい  

る。こういう人を敷落のなかで選ぶとすれば，その対象  

は年齢が50代半ば以上のOB組に限られてくることはい  

うまでもない。そ・の結果，選ばれてくるのは，都市化の  

進展している集落では．数は少ないがこれまで山質して  

農莱に携ってきた篤農であり，非都市化亀落では，農薬  

尊従者とくらペて処分可能な時間を多くもつ県庁・市役  

所・農協・教眉などのOBたちなのである。   

鉦掛機能面における節2の分析は，「集落運営資の徴  

収劉吏基準」についてである。これについては，多くの  
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それゆえ，第2節で述べた集落機能低下の矧渕にそく  

していえば，都市化・磁性化によって基落の共同・鋸貪  

機能の低下は起こったものの，それが本質的な低下とは  

いいきれず，むしろ物的な土地基盤整備の進行が大きな  

影響を与えているといえるのである。  

4．蓼例調恋における共同・自治  

これまで述べてきた4類型について，それぞれ1集落  

づつをとりあげて，事例調査を行った。対象集落として  

とりあげるものは，  

‡烈 混位・激増蓋渡＝須賀  

11烈 措抗彗捜二林崎（ほやさき）   

肛数 非混佳・兼業恕㌫西ノ城戸   

Ⅳ艶 非混住・農業型芯広瀬  

の4集落である。これら4集落の立地についてはすでに  

援12に示してあるので，以下では各集落の概況，歴史，  

共同作業，鋸畠などの面について述べていきたい。  

1）須   賀   

農家率20ヲ名，位常増加率34％，兼業率28％，流入率  

衣5 須賀グ）概況  

（単位：戸．ha，万円）   

響がストレ血トにあらわれていると考えられかの軋  

】‾廉落の寄り合いl司数」においてだけである。農家・非  

農家が温佐化している解落では，全戸が寄り合って協漉  

すペき議題ほむしろ数が少なく，それゆえその回数も  

減っていると考えられる。しかしそれは，かならずしも  

鋸台磯能の低下を意味するものではない。農業的溝‡退に  

ついてはその都度農家だけが嫉まって協試している。こ  

のため，都市化にともなう条落視会の人口学的変化は，  

某落の共同・餌食約側面を完全に払拭するとはいいきれ  

ないのである。   

裾 ′軋麓に閲する問題．一法   

むしろ興味潔いのは，「営農に関する問題点」につい  

ての認織の仕方である。エ数でほ「農地価格の上舅・」  

「戯他の衣食聞かい魔の進行」「営農用水の汚濁」を挙げ  

るところが多く，またⅥ型でも代替農地の購入者によっ  

て「虚地価格の上昇」がひき起こされている。これに対  

して，HI型でほ「土壌有機物の減少による地力の低下」  

か指摘する声が多く，またⅣ烈では「骨戯地紋の老朽  

化」「農薬後継者の確保」が問題となっている。都市化  

脆落ほど地矧的領域としての「土地」の問題を指摘し，  

非都市化基洛ほど営農の問題を指摘するのは，対照的で  

興味潔い。  

・1）小   指   

以上で統計的な分析結果の提示をおわるが，ここで注  

目しておきたい点は，「集落戸数」「農地面欄」「ぷ馴削也  

区域面積率」など「粂洛構造」を教わす指標や，「農地  

転換における農業の影響」「営農に‡閲する問題」などで  

は，都市化の影響を強く受けているようであるが，「農  

遺の維持・管勤ま」「虚業月引棚‡；水路の維持・管理」など  

の「共同作茶」前の指標では，都市化の彩響を受けると  

いうよりも，農業生産基ぬ渡備の有鰊によって大きく影  

響を受けているという点である。大塊瀾なかんがい排水  

拳米，ほ場應餓事業など，物的な土地基盤鷹僚が行われ  

たところでは，遺ぶしん，沸さらえ．用水などで「ムラ  

仕事」の外部化が起こっている。   

他九「自治機能」の面においても，都市化・混住化  

によって本質的な機能低下がみられたという確証は得ら  

れていない。唯㌦機能低下として認められるものは，  

「集落の寄り合い回数」の減少であるが，これも実行組  

合なり，飽家組合なりの寄り合いによって補完されてい  

る側面が強い。  

区   分   

総  戸  数  

鹿 家 戸  数  

非 農 家 戸 数  

野 菜 鹿 家 数  

1米 俵 家 数  
2 兼 農 家 数  

耕 地 面 頼   

田   

畑  

樹園地  

山 林 巾i 梢二  

50a未満幾家数  

50仙100a鹿家数  

100～200a幾家数  

200a以上駿家数  

耕地（10a   
あたり）  

宅地（3∴imつ   

あたり）  

1∧r】520   州520   

田 20   雲脚 20   

資料）嚢1と同じ。  
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れ，土木工乳 水利などの農業的課題を協議・実行して  

いる。この鹿家組合掻の選出をほじめとして，農薬費  

爵，土地改良区理乳 土地改良区総代などの農薬関係役  

員の選出ほ，ユ月の集落の初集会の筏，農家だけが廉  

まって行っている。   

級代玖 任期2年の選挙制であるが，「農家組合」を  

下部組織としてもつため，農家のなかから選出されてい  

る。報酬は－▲切なく，11人の組戌を鍛めで年1回の慰安  

旅行を行うだけである。粂落合体として協議するのほ，  

「祭り」r叫pl、A」「川㈲臥などであるが，農家・非腿家  

の関係は良好である。自治会費は，年2回徴収し，3段  

階に分け，「地の者」は年6000円，「西の者」（‡当のない  

者）は5000門，借家の者は4500円となっでいる。集落と  

しての共有財産はまったくない。   

敷落農家の土地感は，いままでは土地を発ってきた  

が，3．3m2あたり20万円もするようになった現在，究れ  

ば税金をとられるだけだという意織を共通してもちはじ  

め，今後は光るつもりをまったくもっていない。  

2）林   崎   

農家率59％，世帯増加率40ヲ‘，兼業率23ヲ£，流入率  

0％で，「措抗礎」に属する。   

総戸数73戸で，鹿家戸数43戸，ほとんど光塞農家であ  

るが，水門耐礫の比較的大きい農家が揃っていることか  

ら，1兼の比率が高くなっている（衣6）。農地は約51  

ha，すべて水田といってよい。ほ場整備はすでに完了し  

ている。盛業は水稲のみで，現在集落営農組織としてト  

ラクター・コンバインの共同利用組織ができている。   

立地的にみると，東鶉とほとんど変わらないが，躯落  

自体が水田の祭ん中に位置しているため，市街化区域に  

編入されず，都市化が停滞している。他地域から流入し  

た非農家は5戸で，農家の居住地の外側に敏感してい  

る。これ以外の非鷹家は，宅地だけを譲り受けた分家  

で，これも鹿家の屠任地の外側に散偏している。地価  

は，市街イヒ区域からの代替地購入者によって倦がつり上  

げられ，上昇している。耕地として10aあたり，水田・  

畑とも600万円，宅地として3．3m2あたり，水田・畑と  

も4万円である。この地価上界によって，土地が動くと  

いう賽感をもっており，一刻も早く地i賞金体の土地利用  

計画を策定し，農地のスプロール的かい廃を防がなくて  

はならないと考えている。非戯米的な開発ポテンシャル  

は，集落農地沿いに国道23号バイパスが南北に走ってお   

33％で，「漁住・激瀾磯」に属する。   

総戸数374戸で，廣家戸数74声，すべて兼楽農家であ  

る（衣5）。腱地は約78ha，ほとんどが水田であり，ほ  

場整備はすでに完了している。農薬は稲作中心であり，  

兼業先は，潜まれた立地粂件を生かして県内各地にわ  

たっている。   

概況は，平地の市簡地の剛一角にあり，近鉄鈴鹿市駅ま  

で徒歩10分弱の距匪にある。宅地は市街化区域に含ま  

れ，農地は麓振地域に含まれている。宅地と盛地は画然  

としており，今後の宅地開発の可能性ほ少ない。農地ば  

かりでなく，農家・非戯家の所在地も簡然としていて，  

非農家が飽家屠任地に流人することはない。農家塔柱地  

の周辺に，分家した非戯家，他地域から流入した非戯家  

が居住している。地価は，耕地としてユOaあたり田・畑  

とも520万円，宅地として3．3m2あたり闇・畑とも20万  

円であり，非常に高くなっている。   

集落の歴史をみると，古くは旧藤盤滞と旧有馬簿（紀  

州藩の家老有馬氏）の「相給」領であって，居住地から  

やや離れた畑地沿いに旧伊勢覇道が南北に患っていた。  

昭和のはじめの頃から，その畑地に分家や他地域からの  

非戯家が流入しはじめ，混住化がほじまった。しかし，  

脆性化が本格化しはじめたのほ，昭利30年代に旧23骨線  

が，その畑地と鹿家屠任地とを分断するかたちで通過す  

るようになってからである。その新開地は，畑り河辺の水  

田を放め立てて宅地化したものであり，このときは非農  

家が大鹿に流人してきた。   

集落の共同・自治の面では，背から株仲間の組織をも  

ち，株をもっている者がi翫冶の中心となっていた11）。2  

町4反を1経とし，全部で35株を有し，株の散逸を‡防ぐ  

ことによって，領土を守ってきた拗。共牒作業も株単  

位で出会いが決められ，それによって鈴鹿川の「潮掘  

り州J「番永」r砂引き」13）などが行われできた。堺二在も，  

株仲間の組織は「農家組合」として怒級され，転作も株  

単位で行われている。しかし，そのほかの共同作業は組  

単位で行われるようになった。共同作業のうち，遺ぶし  

んについては，道路の維持・管理を市がすべてやるよう  

になったため，現在でほ行われていない。用排水路の清  

掃ほ，年1回春先に行っている。   

組ほ，農家について6組，非農家について11組あり，  

昏H7観で構成されている。農家の6組は，屠任地の位置  

に応じて乳 温 風 北，軋 利こ分かれ，各組長は輪  

替制である。この6組によって「農家組合」が構成さ  
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いで40‡）Sの大数トラクターを隣人し，集団転作と稲作  

の作発受託を行っている。オペレ一夕ーは現在28名で，  

このなかには50a未満の零細な土地所有者ほ含まれてい  

ない。彼らをオペレーダではなく，作業着詑者として位  

澄づけようとしているからである。出役するオペレ一夕  

には日当7000円を支払うが，28名という人員は過大であ  

り，将来これを選別していかなくてはならないと考えて  

いる。   

総会は年1臥 2月の解1冒噸紺＝ニ開く。総会では，  

農業的級題と訂治虫的議過とを分けている。集落の共間  

作莱としては，遺ぶしんと用排水路の清掃があるが，遣  

ぶしんほ年1恒Ⅰ全戸助役で行われる。   

自治会黎は，地積割，所得測をべ仙スに，家庭状況  

（健康状態▼年齢）を考慮して5段階に分けている。最  

高年5400門，尉離600円である。集落としての非番闇一座  

はない。  

3）西ノ城戸   

農家率64％，世帯増加率16ヲ左，兼業率30‰ 流入率  

0％で，「非混住・雅楽型」に属する。  

淑7 西ノ城戸の概況  

（単位：戸，ha，ガロ〕）  

衣6 林l噂グ）概況  

（単位：戸，ha，万円）  

【‡】600   畑600   

日 ，l  珊l，1   

資料）袈lと同じ。   

り，そこを拠点として大であり，この土地を非虚業的に  

活用していくのが集落鹿家の願いとなっている。   

断食機能の蘭では，昭和40年代前半のほ場整備率某の  

換地時と，23号バイパスの建設時に大きく変わった。換  

地とバイパス問題をめぐって炎落が大いにもめ，3期日  

に入っていた長老格の区長がやめ，代わって選ばれた区  

戌も半期（1年），1猟 6ケ月と濃くはつづかなかっ  

た。その徽 昭和56年に現在の区養が弱冠40歳代で就任  

し，区長の若返りが侯‡られたのである。この区炭は，全  

部の資任を…部の役員だけに押しつける弊審を脱き，分  

権的で民主的な幾筋運営をめざしている。本人はサラ  

リーマンで忙しい身でありながら，年休をとったり，定  

時退社をくり返して集落のために働いている。50州55年  

に削総代を勤めた後，56年に総代として選ばれ，それ以  

後再選がつづいている。   

総代は任期2年の選挙制である。報酬ほ年3万円で，  

総代が営農組合長も兼ねている。この営農組合の傘下に  

先に述べた機械の共同利用組織があり，転作関連の補助  

率某（「発作集団習成対策軍楽」）でコンバイン，乾燥  

機，作某所（現在は基洛の集会所）を導入し，また白梅  

‡嵐   分  

・・・  ∴・・  

鷹 家 戸 数巨 73  
非敷家戸数い・a  

O・21   

0．∠‡7   
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6 巨 S    30 ぎ 8     35 妻 d5  

68  53   0．77   
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巨EE 3   3．00   
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i9  i9    0．86   
33  17    0．49   
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総戸数95声i，農家戸数61戸，尊塞8戸，1究8戸，2  

兼購戸という構成である（衆7）。農地は約42ha，うち  

水田26h恥畑16haの田畑教務である。畑地が多いこと  

から，かつてほ穫ばれいしょ，大根・白菜・キャベツな  

ど秋冬野菜の蔓一し1地として知られ，市内孝椚ヨ（かんべ）の  

市場，隣接の亀山市の市場へ釦舷単で出荷していたが，  

現在ではほとんど作られでいない。兼業化がすすんだた  

めである。兼業先は，市から至近距離にあるホンダ，お  

よびホンダ関連会社に兼ヰしており，昭和30年代から40  

年代にかけてこの安定兼業の通が開けたことが畑作後退  

の主l詞をなしている。   

兼業化が進行したもう1つの理由は，昭利30年代に市  

の水道が入ってきたこと，竃気が入ってきたこと，プロ  

パンを使用しはじめたことなどにより，現金収入が必繋  

になったことである。それまでは，壁山資源を利用した  

郎合自足の生活で足りていたものが，近代化し便利にな  

ることによって，逆に外へ勤めに出ていかなければなら  

なくなったのである。このため，昭和30年代紋単に畑地  

かんがいを行い，ほ瘍粟悌を行って畑作擾輿をl惑ったも  

のの，調薬完了後嚢際に畑作に携わる者は少数になって  

しまった。しかも，数が減ってしまったため，1人1人  

の利用者が負担するポンプアップのための電気代は，  

オーバ岬ヘッドコストが商いことから急上昇し，その近  

代化施紋を実際に使う者は維もいなくなってしまったの  

である。基盤整備が塞巨＝こ出た好例であろう。   

立地的にみて，旧l乳顧（こうト柑に属し，自動車がな  

いと交通不便な地区であったことから，他地域からの流  

入者は数が少なかった。非農家のほとんどは宅地だけを  

譲り受けた分家である。股近（60年）他地域からの流入  

者が1粁あったが，これは，集落農家の〟軒がサラ金に  

手を出し，手放さぎるをえなかった住宅を，数名の仲介  

者を絞て入手したものである。   

分家した非農家は，腿家居任地の周辺にある程度かた  

まって住んでいる。敢近とくに増えてきたのは，段家の  

娘が他県損身のホンダ社腰と結婚し，土地つき住宅を譲  

り受けるというケースである。親としても，娘として  

も，桁としてもかなり都合のよい結婚となっている。   

また，付近の丘陵地には，市街化一夏城設窓以前に開発  

された住宅団地があり，そこを通過するかたちで市道  

（鈴鹿・亀山・閲を結ぷ広域市町村道路〉が2本建設さ  

れる計画がもち上がっている。硯私 鮭漁屠任地を通過  

する県道徳屠・国府線は，ホンダへの通勤単によって朝  

夕危険な状態にあり，この県道の付け替え工事的患味を  

もつ新しい市道の建設は水落にとっても大歓迎である。  

しかし，その新しい市道耳ト■部が集落内農地沿いを走る  

ため，集落農家にその思惑が働いてその農地を対象とし  

たほ城塞愉の計画が進展していない。換地のトラブルが  

冒にみえているからである。   

典l叶作業として私 道ぶしんほおこなわれているが，  

用排水路の管理は行われていない。遺ぶしんは，年1lり】  

7月に行われるが，ほとんどが舗装道路になっているた  

め，草刈りだけで盲薄み，実質半日もかからなくなってい  

る。   

基終には番場と米綿宵の2部落があり，各部落3班三，  

計6班から構成されている。集落自治は，この淡を単位  

として行われ，戯協総代，氏子総代も班が決めることに  

なっている。集落の運動会，盆踊りなども開かれ，基洛  

のまとまりはとれている。近年，子供会活動がとくに活  

発になり，キャンプや旅行などをよく行っている。班長  

は輪番制，総代ほ選挙㈲で，任期は2年である。総代の  

報酬ほ，年間2万円プラス接待費（酒代）としての5方  

i当である。鋸再会饗は，平等剤で徴収きれ，年間4500門  

である。狼洛の共有財産としては，共有の山林を売却し  

て得た600万円の定期預金がある。  

、l）広   瀬   

農家率66％，世帯増加率11‰ 兼業率29％，流人率  

0％で，「非況位・発覚艶」に属する。   

総戸数174声ぎ，鹿家数114戸で，そのうち兼業腿家は  

100戸と数が多いが，1斌が21戸あり，巌紫が非常に盛  

んな爽落である（教8）。農地は約115lla，そのうち水  

損が68Ila，畑が21ha，樹園地が26hiまという構成に  

なっている。樹園地には花木と茶園が広がっている。各  

農家が，茶，花水，野菜（大根を主力とする）を中心と  

した複合経常を営み，多数の出荷組合を作っている。農  

家を経営類型別にみると，稲作のみが30戸，米十茶（生  

薬売り）が10戸，米＋茶（生紫発りトト花水が20戸，米  

十花束＋茶十大灘が20戸，花水＋米が20戸，茶十米が10  

戸，という構成ぶなっている。このうち農薬を主力とす  

る経常頬彗竺は，米＋花木＋茶＋大根以下の3類蓋望であ  

る。もっとも，こうした基落農業を支えているのほ，50  

代，60代の商齢者で，後継者美ちほホンダ，およぴホン  

ダ閲迎会社に勤めている。30代，40代の後継者が確保で  

きているのは，花水を産休とする3戸にすぎない。   
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内・県外からの開拓者が入植し，広漸とは別の掛拓集落  

が作られた。繊土が縮小してしまったのである。このた  

め，集落腿民の土地への執潜心は非′削こ強く，とりわけ  

この体験をもつ60歳以上の人々ほ領土について非常に敏  

感なものをもっている。また，集落の単位基紗牲につい  

ては，甘から水不足が常習化してぃた勇め，水確保とい  

う点でまとまりが非′削こよくなっている。   

現在，領土の問題については，市の中心部と東名阪自  

動車道鈴鹿インターを結ぶ市道の建設が検討され，その  

新道が市内農地を縦断する嵩＝噺が起こっている。丁度茶  

園を横切るかたちになるため，茶工場，山般農家から反  

対の声が出ているが，地主たちは歓迎している。今後，  

その調整が問題になってくると思われる。   

共同作業としては，遣ぶしん，溝さらえの両方とも行  

われている。遺ぶしんは，未舗装の膿遺のみを行い，年  

1固8月の盆すぎに全戸出校のもとで行われる。満さら  

えは，年2回行われ，1固は4月の用水時に幹線水路の  

清掃を水系別に行い，もう】回は9月末頃，集落内用排  

水路を対象に全戸出校で行われる。水源ほ，小河川，た  

め池，井戸の3つであり，安定した水確保のため溝さら  

えを丹念に行っている。   

集落自治は，組単位で行われ，j3組ある。1観は，本  

田・野の地とは別の居住地にあり，2～8組が本臥 9  

～13組が野の他にある。1組，およぴ9～13観で非綴家  

が多いが，非鹿家といえども若干の農地をもっているの  

が特色である。組長は輪番制，総代は選挙制で，任期は  

2年である。すでに述べた通り，総代は常盛観合成を兼  

務するほか，氏子総代，檀家総代を兼務している。総代  

をはじめとして，削総代，会軋 監査，公民館戌など自  

治会役員の顔ぶれは，農業愛鷹，農協総代，共済評価倭  

爵などの農薬関係役員の顔ぶれとほとんど同じである。  

総代の報酬は，年間20方円プラス渉外饗5万Ⅵである。  

区饗は平準捌で，前期3000門，後期2500門となってい  

る。総会は，春と秋の2回行われる。この地区は，郷土  

芸能かんこ（太鼓）踊を中心として祭りが非常に盛ん  

で，その担い手である脊年‡溺の活動も非常に活発であ  

る。薬落としての共有財産は公民館だけである。  

5）小   桔   

以上4集落の紹介が終わった。これらをまとめる愈味  

で，集落の槻紫を－＝魔衆のかたちで示しておく。嚢9が  

それである。   

衣8 広瀬の概況  

川射立：戸＼h勘1け1j）  

区   分  芝芝生山」皿書聖 
血  

55勺ミ／35f璽二  

総   戸   数  

縫 家 戸  数  

非 農 家 戸 数  

軍 楽 農 家 数  

1兼 農 家 数  

2 兼 農 家 数   

排 他 面 椅   
●  

115 套 0，80  

仕‡   

畑  

樹園地  

75 ≧  68 巨  0．97  

山 林 面 梢  

50a未満後家数  

50～100a成一家敢  

100叫200a農家数  

200a以上放家数  喜萱重要萱i要事  

耕地（10a   
あたり）  

宅地（：き．3111   
あたイ＝  

‖ 二伸い   ・州 ニ＝（I   

榊Il．a．  畑11．a．   

資料）嚢】と同じ。  

各作物には，それぞれ研究会という名のつく部会組織  

がありナ 加lえて5つの転作団地グループ，生活改滋グ  

ル岬プがある。これらをまとめる組織として営農組合が  

作られ，総代がその組合長を新潮している。総代が営農  

組合長を兼務しているのは，旧霜津瀬柑（高塚，排乳  

広軌 高宮二硯加佐登）の4集落のなかでは広瀬だけで  

ある。   

本家は，本田と呼ばれるところにかたまって居住し，  

分家は，野の地と呼ばれる周辺地に居住している。もと  

もと野の地は水のないところを食味し，そこを分家の居  

住地としてあてがったのである。硯掛ま，野の地の祭ん  

中を県道三畑・高塚線が走り，そちらのほうで地価が高  

くなっている。本田に約90戸，野の地に約20戸の鹿家が  

ある。   

戦乱 昭和15年に尭港内の山林（松林）を陸軍が強制  

買収し，北伊勢飛行場を作った。約250haの飛行場用  

地のうち，8測の約200haが広瀬のものであった。当  

時，尭洛腿民は飛行場建設の工事人夫として駆り出さ  

れ，商い1ヨ当を得て潤った経験をもっている。しかし，  

戦後，その飛行場の跡地には隣接の亀山市，および県  
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衣9 胡紺雄  

「混住・激増型」   

須  
「措 杭 タ㌍」  
林   崎  

平地水けi♂）炎ん中に校箭する  

23号バイパスが餓土沿いを走る  

戯地転用のポテンシャルある  

戯寛が多い  

他地域から流人した非戯‘家は数戸。まとま  

って住む  

概  況  平地のf‡寺街他の血＝一角  

宅地開発聞凍テンシャル少ない   

・－  ・ ・・・：  倦家  としている  
グ）居 住 地   戯家周辺に非農家が屠住  

腿家周辺地に娘夫婦などを住まわせること  
が可能  

宅地硝樽が非常に高い  

り … ダ …・   
非 り … ダ…  

牛血ダ…磯あl）．名簿聯になっている  

非リーグ…層醜聞心  

リ鵬ダw層くずれる（換地時の紛争▲で老年  
層から中年層へ移行）  

分掩的・民封】勺賎落鋸百を目指す  

水稲のみ（転作で取落営戯組織を級友）  

兼業先ほ広範  

偽薬・兼業   水稲中心  

米業は怨まれた立地透明湧－して広縦  

し．～・ ‥ －．  畑地に古くから卵胞家が罵佐  

旧23吼 23号バイパス，近鉄鈴鹿†】iへ至悦  

爛年代はじめ水【当の宅地化ほじまる。非戯  

家の流入激増。そグ）後線引き（現状追認的）   

d2年から基盤豊備はじまる  
23バイパス通過  

兼業化の進展，抱い幸層摘髄  

鷹擬地域のため非膝業的開発遅れる汀今後  

♂）‡弼発に期待  

弱い  
刷血血世伽′加減刷  
「  狼 i渕  性 E  
汲毯終決の方法  

総  代  
事・多数決方式 蔓  
巨・就倖5年   

構想として沸に描いている（もっとも，その将来構想は  

それぞれの私的土地感にもとづいて各人各様であるが）。   

第2に指摘すべきことほ，以上の過程を経て集落が都  

市化・混住化しても，農薬集落としての共同・‡ヨ治機能  

はかならずしも低下しないということである。都市化・  

混住化といっても，その初期段階にあっては，分家およ  

び娘夫婦の居住による人口膨脹であり，対立というより  

も融合によって地域社会が構築される場合が多いからで  

ある。また，他地域から大鹿の非鹿家が流人してきて  

も，集落に農地があり，用排水路があり，農遺があっ  

て，現に農薬がつづけられているかぎりは，農業者とし  

ての職能組織が依然として存立しうるからである。この  

意味で，永久農地の面的確保は，農薬集落の存続にとっ  

て基本的に濃紫である。   

市街化区域内の農薬集落であっても，また，農福地域  

内の農薬躯落にあっても，非農家の流入の仕方，もしく  

は非農家の居住の仕方は驚くほどパタ叫ン化しており，  

農家居住地内にスプロ鵬ル的に入りこむのではなく，そ  

の周辺部にかたまっている場合が多い。農家と非農家の  

常住地は画然としており，この悪味で非農家はあくまで   

以上の挙例調査から，都市化と，都市化に対する粂落  

の対応に関して，盈粟と思われるいくつかの慮を指摘し  

ておきたい。   

まず第1に指摘すべきことほ，基落の共同・白滝機能  

の維持をめざす者にとって，都市化・混位化を対立的に  

とらえる立場はかならずしも明確でないという点であ  

る。むしろ，道路・翔排水路・農地など物的基盤の整備  

を行い，生活環境条件をととのえて，躯落を活性化しよ  

うとする願いのほうが強く，それによって農家掛斉（農  

薬は単にその州都である）も維持されるのだと考えてい  

るようである。   

なかでも，道路の整備と新設が集落に与えるインパク  

トは強烈で，個々人の領土，集落の領土を荒らさないと  

いう前捷で大歓迎である。これは生活環境を向上させる  

ばかりでなく，資産価値を上昇させるという意味で，  

偶々人の生活の存続を保証するものであろう。こうした  

道路整備への欲求は，すでに資産価偶の上昇している市  

街化区域内の集落ではなく，脳接地城内の娯落において  

強く，こういう浪落では，集落領土の市街化区域への編  

入，ならびに農振地域内であってもその地目変更を将来  
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落の総持表  

r非混イ三富三・爆薬型」  

広  瀬  

「非混倦■兼磯雄」   

酉 ノ 城戸   

丘陵地准に水田・如け也・樹l緋也が広がる有  起伏に；富んだ地形の山角に開かれた災落  

戯地転用ポテンシャルある  九政業地灘  

徽地転用のポテンシャルある  

非農家ほ農家J調辺にある程度まとまって住  

む  

ほとんど農家  

分豪は野の地に屠注する  

現在，野の地のほうで掛違が通り、地嫌が  

高い  

非戯家は，農家の墟が勉根漬身のホン  

払と結婚し、持家祷他の場合が多い  

り血ダ…層あり ぐ肘溝せ律す）  

非り叩ダ仙層にも役がまわる（平等原  

野葉塵地の崩壊  

ほとんどの人がホンダ関連会社へ就業  

1j岬ダ…J∈尋あi）。実根をおさえる  

役は¶止郎の者でかためる  

茶，花木．大域ク）複合線営  
多数の山不鍼旺合  
ホンダ関連会社へ就英  

機前，箱せが軍に強制買収。戦後，領土が  

縮小  
水不足で背から肢藩のまとまりよい  

基落内に市道が通過する予定。戯嚢への影  

響大きいが，賛否両論に分かれる  

書  
－  

－ 1  
と い手が激減  

ぬ，棚相 

妻  

弱い  

多数決方式・全員賛成力成  

代l－「1り隼・  

強い  

全員賛成方式  
就任6隼  

も「はみだし者」1車になっている。そ・れゆえ，餞家・  

非戯家の融合といっても，この「はみだし」を前塊とし  

た融合であり，分離をその原則としている。「分離のな  

かの結合」，どちらかというとこれである。   

寄り合いのもち方も，そのかける紙題によって，鹿  

家・非農家を含めた全戸参加のものと，農家だけのもの  

とがあり，画然としている。共同作紫の行われ方も，そ  

の集落の状況によって，農家・非農家を含めた全戸参加  

のものと，鹿家だけのものとがあり，峻別している。非  

農家が膨脹しても，「ニヒ地をもつ者」としての優越感を  

もち，そのための液務履行に対しては強い統制力を保持  

しているとみなければならない。   

第3に摘瀾すべきことは，以上の職能組織としての集  

落機能は，都硝化・混倍化というよりも，むしろ農道・  

用排水路の物的基盤整備によって低下すると考えられる  

ことである。こうした生産基盤の整備は，共同の必薯性  

を解消し，偶の自由な対応を可能にさせ，それによって  

出会いの回数も減少していると考えられる。とくに稲作  

については，出荷組合というソフトな意味の共同化を必  

渠としないから，道路・用排水路というハード面の鷹備   

がすすめばすすむほど，共同一日治機能は低下していく  

と考えられる（もっとも，現在は転作，機械の共同利用  

というソフト的課題が行改的に押しつけられてはいる）。  

5．むすぴ（総合考察）  

もし農薬幾洛を「農家だけで構成されている地域集  

団」と考えられるならば，それはすでに昭和のはじめ頃  

から崩れている。そ・うではなくて，農業集落を貫いてい  

る農薬約倫理が崩れはじめた時とするならば，それはま  

さしく昭和30年代から購年代にかけての高度成長の時代  

であった。   

この時代，農薬・戯村をとりまく猪環境は激変した。  

経済環境のみならず，社会環境も激変した。とりわけ，  

集落における「人」の位置を変化させるような出来乳  

戯楽典洛を慕いている巌莱的倫理を崩すような出来事が  

多発した。   

その節1は，農薬生産基盤整備が遊行して土地利ノ札  

水利用の白洲ヒがもたらされたことである。土地利月れ  

水利用の自由化が起こり，自然・生物に対する「偶の対  

応」が可能となった。それまでの水田農某というのは，   
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なるであろう。そして，その方向への変化は，都祁楼蘭  

との接触 すなわち都市的生活と都市的惜経との接触が  

多ければ多いほど，より一層強固なものとなり，集落と  

しての単位尭l乳性はますます低下しでいくと考えられる。  

いまや集落農民の「．靂濫考と行動」は，伝統の rムラ」  

「イエ」の秩序から解放されたかたちの，個々人の欄利  

増進を第1の目的とするような行動原理をもつにいたっ  

たのである。   

しかしながら，こうした個人主務的な「思考と行動」  

が，集落の共同一郎台機能に対し本質的な低下をもたら  

したと腱ちに結論づけられるかというと，決してそうで  

はない。現象的にみると，尭落の共l司・鋸自機能が低下  

したことは依然事実であるけれど，それが本質的なもの  

であったかどうかは判断が微妙である。農地紙用が極度  

にすすみ，虚業そのものが蒸発してしまったようなとこ  

ろは別として，少なくとも今回調査した鈴鹿市の農薬基  

落についていうならば，共同・自治械紘はそれなりによ  

く維持されでいた。   

…方で人口学的な都市化がある程度すすみ，他方で基  

洛農民の個人主義的な「思考と行動」がある程度すすん  

でも，集落の共同・良治機能がそれなりによく維持され  

ているのほ，現実としてそこに「」ニ地」と「家」があ  

り，虚業が維持されているからであると考える。集落戯  

民が共同と自治を通じて領土，秩序，級菜を経絡しよう  

と結集するのは，ある意味では「‡ヨ己の生きる瘍」を守  

ろうとする本能にもとづくものといってよい。領土をい  

じられ 秩序をいじられ，成業をいじられることは「眉  

己の生きる域」を奪われることに等しく，それに対する  

轡戒と反抗ほ本能的ですらある。そして，その「自己の  

生きる場」を守る本能とほ，自分州イ巳かぎりの短期的な  

生活を保証するものではなく，無限の将来にまで，子々  

孫々にいたるまでの超長期的な生活を傑灘するものとい  

えるだろう。   

こういう視点から集落をみるとき，集落とは「生きも  

の」であって，自らの生存を前提として不断に外界の変  

化に適応しようとする1つの生物器官とみなしうる。生  

物器官であるから，ある場合には「抗原抗体反応」が強  

烈になりすぎるときもあるが，非可逆的な時間の経過の  

なかで適合と開照度くり返し，外界との融合を図りつつ  

生存しつづけていくであろう。現代は，農村型から都箱  

型へという一方通行的な変化を示しているけれども，状  

況の変化によってほその軌道修正も十分に考えられるの   
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土地利月も 水利用に対する強い統制を通じた集落′拷隈そ  

のものであったから，純粋なl肋憫の対応」は絆されな  

かった。集落の統制，班㈲のなかでお互い譲歩しあい，  

炎岡しあって営農がつづけられてきた。それが現代で  

は，水の潤沢化，用排水路の分離，農道の整備，ほ切の  

整形化などによって，「集団としての対応」から解放さ  

れ，純粋な個々人としての行数がとりやすくなってきた  

のである。個人有の機械を導入し，めいめい飢tlな骨農  

と腿外勤務をとる体制がととのえられている。   

その節2は，西欧約近代化の…賞としで，偶人の人格  

の雄蕊に基礎をおく戦後民主教育が実施され，その教育  

の洗礼を受けた世代が続々と労働力化していき，農家労  

働力の中心に加わっていったことである。Il銅r】2ケタ生  

まれの世代とそれ以前の世代との断絶が起き，「イエの  

ために働く」「ムラのために働く〉f という従来の成業的  

倫理を否偏し，「自分のために働く」という個人史兼的  

倫理せ最磯と考えるようになってきた。   

その第3は，！訃の法制度の面においても，伝統の  

「家」を法的に守という成子灘l統制の方向が否定され  

「偶人」を法的に守るという均分埴横側の方向が接片ほ  

れたことである。こうした制度上の変化と，都市化・工  

業化による農地価格の上昇とが融合して，「家産」の継  

承をめぐって家族員が対立し，ぷ蓮華後継者が「家鹿」を  

継承するといった原則が納れはじめてきたことである。  

いまや坪30万円もするようなところでは，10aで約1億  

円の資産をもつことになり，均分朝続でもめ挙を解決す  

るLか方法はなくなっている。この傾向ほ，都市化・工  

業化の進展に£㌫じて，周辺農村一帯に広がり，均分相続  

が3代もつづ桝ぎ，土地の継承はばとんど不可能になる  

といわれている。   

その第4は，戯対地城において，あるい姓近隣都市地  

域において就楽機会が拡大し，モ山タリゼ脚ションの進  

展とあいまって，農外就我が激増したことである。これ  

は，さきに述べた農薬生産基盤の怒備，個人主幾の台頭  

とともに，「家」の各構成飼に職業選択の自由を保証す  

るものとして作用している。このため，娘落は「単なる  

ベッドタウン」の機能しかもたなくなり，純粋な個々人  

からみると「ムラのなかだけしか生きていけない」とい  

う状況から解放されている。   

いうまでもなく，以上の袈落構造変化ほ，多様多様な  

集落機能を維持していくうえで，その方法を無慮として  

ではなく，イi司人として維持する方向に変えていくことに  
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開と儲相生活』筑波番房，1985。  

6）もとより，領土内へ非鹿家が大濠に流入する以前  

に，分家した非鹿家と，転入時期の1i如一少数の非  

農家の屠焦があるが，ここでは血応それらを除外  

して考えている。  
7）この頼ま毎斐化の考え方は，木下淡泊・山本閲三・  

佐々木街「都市近郊農村における兼務の機能」，村  

落社会研究会編『村落社会研究』節ユ4粂，お茶の  

水番済，1978にもとづく。  

8）この農家率の計終にあたってほ，農家数を，非鹿  

家集団を含めない総枇術数で際して求めている。  
ここで非農家基瀾とは，農業集落の領域内にある  

会社の社宅，公団住宅，分譲住宅，公務戯住宅等  

の団地に属性し，濃紫集落とは別の鋸毎会組織を  

もつ非戯家のことをいう。  

9）鈴鹿市の農業集落数ほ135であるが，そのうち『農  

業センサス集落力仰ド』に収録されている糸満は   
125である。未収録の拍教落のうち 7教落は金城  

が市街化区域に含まれる農薬集落であるが，残り  

の3集落については不明である。  

10）原則としてズ2検定を行っているが，共同・自清  

機能に関する設問の項目（カテゴリー）が多数に  

わたるため，クロス躯浄衣の各セルが少数になっ  

てしまう場合が多々あった。このため，ここでは  

厳密な統計的検定ではなく，◆クロス集計嚢の観測  

度数と期待度数の差に着目して分析を行った。分  
析にあたってほ，類彗望閤で安産した関係がみられ  

ることを蒐祝している。  
11）松林演繹賃「五郷半大川外の史的研究」，鈴鹿工業高  
等尊門学戚ぎ鈴鹿工業商尊尊l甘学校・紀温度範18  

巻節2号，1985。いわゆる天井朝である鈴鹿川に  

は，古くから農薬用水の取水口として43ケ所の井   

‡コがあった（硯鈴鹿市内）。このうち，須磐の井口  

は，上流から35番目の非堰である。この井堰は，  

須賀を誠に，林崎，上策汎 中業乳 下箕閏，南  

堀江」堀江の半分），の5ケ村半を潤すゆえに「五  

経半井堰」と呼ばれていた。株仲問の組織は，そ  

の「五郷半井嶋」の用水確保を目的として，各種  

負担行為の面積比による平準化と，労力の相互扶  

助を恵潤したものである。  
ユ2）2町4反に満たぬ場合は，「端株」を数名でもちあ  

う。「端株」のなかで散大の所有者が「親」となる。  
現袈には，ほとんどすべてがこの「端株」であっ  

た。  
13）「淑掘り」とは，「川掘り」のことで，鈴鹿川の水  

を牧水目に寄せるため，人海戦術で堰を作ること  

である。また，「砂引き」とは，遺ぶしん用の砂を  

運搬することである。松林感興「前掲裔」参照。  
14）「はみだし者」とほ，部落から余計ものとしてほみ  

だされた都市人問，および本家＝古闇部落から分  

家＝新‡卦鋸落へばみだされた分家のことをいう。  

守田志郎『日本の杵屋，朝日新聞社，1978，pp．3  

仙9。   

である。  

注   

1）村落共同体の個体とは，基本的に戯虜瀾明憫匪こ  

とを指している。すなわち，農地の市場化によっ  

て促進される「戦後‡当作農を構成戯とする姫落の  
解阻1である。この点についての挙例分析ほ，た  

とえば，大内雅利・商瀾儲「近郊磯村における地  

域社会の変貌」，村落社会研究会凝『村落社会研  

究』節14基，お茶の水番鼠197細ぐある。  

2）Wil・tll，L．，“UrbanisIⅥaSaWayOfLife，“Americ～ln   

JoLlrnalofSoc主0logy，VOま．44，19諷 鈴木広訳編  

『瑞ミ市化の社会学透，誠倍磯‥鼠1965，pl）．127～  

ト17し、  

3）三並県の都市化・混住化は，愛知県とくらペると  

多元的な構成間子せもっている。愛知県は，大都  

市名古屋を中心としたきれいなドーナツ烈で都市  
化・脱伎化が波及しているが，三蔑県の場合，そ  

れは桑名・四日市・鈴鹿を中心とした北勢地晩  
津を中心とした中静地域，そして松阪から伊勢，  

鳥羽にいたる中南勢地域の3つに分解している。  

しかもそれは，それぞれの海岸部に偏在しており，  

山間部へ波及していかない性質をもっている。四  
日市，鈴鹿，松阪など海から山までをもつ地域で  

は，全体としてみれば窓外なほど都市化・温位化  

が現れていない。山九都市化・脱任化の進展し  
ていない地域の範親は，北勢・藤原を年心とした  

員弁郡，および亀山・関・芸浪・美里の中北勢山  

問部，さらに上野市を中心とした伊磐盆地から白  

山・山志・嬉野・芙杉にかけての－一志郡，勢和・  

多気の多気郡である。それより辺郎な地j乳 すな  

わち，志摩半島から熊野灘沿眉の各市町までの漁  

村地域，および飯高・宮川から，熊野・紀宝・紀  

和にいたる山村地域では，人甘増大の現象蒐みら  

れないものの，混任化が極度に進行している。い  

いかえれば，鹿家が蒸発してしまっているのであ  

る。絆しくは，三蕊社会繚音斉研究センター（石田  

正昭囁）『鹿業集落構造の変化に関する調査研免盈，  

1986参照。   

4）渡辺兵力『柑を考える射 不二出版，1986，  
押・165～1700   

5）給者によって，これとは異なった構成で粟落機能  

を論ずる場合がある。例えば，川本彰氏は「人間  

保全機能」「領土保全機能」「作桝呆全機能」の3  

つを論じ，君塚正魂氏は「生活保障機能」「生産維  

持機能」「自治的機能」の3つを給じている。本稿  

では，廉洛機能を定盤することが員的ではないか  

ら，それをとくに限淀する立場をとらない。諸機  

能を包括的に諭ずる立場をとる。そして，分析の  

焦点を共剛乍発とその紋別的側面である自治機能  
にあわせることにする。川本彩㌻むらの領域と農  

薬透，家の光協会，】983。君塚正毅『村洛社会の展  
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